
フィッシュ・ソリウブルの飼料価値に関する研究

第5報　原料を異にする数種のソリウブ7vの育雛効果

中村亮八郎e大原嘉典・上　田 治

　　　　Studies　on　the　Feeding　Effect　of　Fish　Solubles．

V．　Effects　of　several　solubles　prepared　from　vaTious　origines

　　　　　　　　　　　　upon　chick　growth．

RyoffAcmRo　NAKAMuRA，　YoSIIINoRI　OHARA，　and　OSAMu　UEDA．

　著者等は，これまで專らさんまの内臓ソリウブルを対

象として，その養鶏飼料としての実用価値を求めた結

果，　これが育雛，産卵の何れについても，魚粉と匹敵

着くは梢まさる効果を有することを認めて来たD～4）。併

し，一般にソリウブルの栄養価値は，先ず魚種によって

相当に異ると想像されているので，これを確めるため，

原料を異にする磁極のソリウブル試製晶を用いて，従前

とほぼ類似の条件で育雛試験を行い，相互の成績を比較

することとした。なお痴言は，動物の発育のみならず，

肝臓機能の検査並に解体成績にまで及んで，給与効果の

精査につとめた。

4種の供試品の一一・L般化学組成は，第1表の如くであっ

た。
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実験の方法
　実験動物

　白レグ初生抜雄雛（土浦市霞浦鰐卵場1盤）125羽を，

餌付1週闘後，艀化鳥2週初より，5群に等分し，下記

の試験飼料をそれぞれ給与し，7週悶（艀化後第8週末

まで）飼育試験を行った。

　供試ソリウブル試製品

　4種類を使用したが，魚種と材料は次の通りである。

　イ）ほっけソリウブル：ほっけ内臓

　ii），さんまソリウブル：さんま全魚体の煮汁

　ハ）すけそうソリウブル；すけそう魚体より肉質及び

　　　内臓を除いて荒粕を製する時の煮汁

　二）けいそんソリウブル：鮭，鱒の内臓

　以上の原料につき，煮汁はこれを濃縮後に，また内臓

は自己消化，脱脂，濃縮後に，糠，麩等の植物性担体に

吸着して加熱乾燥し，それぞれをソリウブル試製晶とし

て供試した。
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　魚粉を含む慣用の対照区飼料，並びに，魚粉の代りに

上記供試晶をそれぞれ含む4種の試験区飼料を，第2表

の如く配合調製して，5群の動物に給与した。

　供試晶の配合率は，軟便化を来さない限度とし，且つ

4試験区飼料の動物性Nをほぼ相等しくさせた。

　本表のほかに，配合飼料の約4分のiの緑餌を細切し

　て混合給与し，また常時清水を呉えた。

　配合飼料の給与量は，これまでの育雛試験に準じた。

　試験期間

　昭和32年12月より翌年1月に亘った。

実験成績及び考察

育雛経過

5群の動物をそれぞれ箱型育雛器に収容し，全期間こ

こで飼育した。

　管理の経過は第3表の如くであったが，さんまソりウ

ブル給与区に軽度の軟便化が兇られ，羽毛の汚染が口立

つた。また6週頃に，少数の指曲り雛が発生した。これ

は緑餌の不足に因くと推定されたので，直ちにB2を飲

水に溶して与え，全治させると同時に，以後は良質の緑

餌を増給した結果，その発生は停止した。

　動物の発育に伴い，7週末には，奮雛器が独際になっ

たため，8週初に止むを得ず一一部を淘汰し，各区20羽

つつとした。この際は，各区の最高最低の体重を示す動

物数羽つつを対象とし，各区の平均体重には殆んど影響

せぬように考慮した。

　なお，各区の飼料食下状況には若干の相違が見られた

ので，試験開始後山4週から第5週にかけて，毎日朝第

第3表　飼育管理経過
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全区餌付期聞

　　25　習ミ1　　　　　　　　25　ミi著　　　　　　　　　25　ミ1ミ1

全区試験開始

モナフラシン給一与0。2g／羽・1三1（3｝三1闘）

モナフラシン給与0．3g／羽・口（3日間）

モナフラシン給与0．5g／羽・日（3日間）

　　一　　　　　梢軟硬化　　　　一一一

モナ7ラシン給与0．8g／羽・日（3日問）

　　25　巧暮　　　　　　　　25　ミiミ｝　　　　　　　　25　＞Jaj

金区育雛器給温停止，

　指曲り3羽　　　　一一　　　　　　一

25羽

25羽

25羽

25羽
全区ビタミン132糸合一与0．16mg／羽・口（3臼矯D

全区ビタミンB2給与0．2mg／羽
　　24　選Σ1　　　　　　　　23　事1

　全区淘汰

　　20　ミ1ミ1　　　　　　　　20　」｝51

　　　　　　　　24　零壕　　　　　才旨i趣り　2耳得

・M　（4副1絹）手量曲り？台癒

　25　ミ罵　　　　　　　　24　ミ曙　　　　　　　　25　ミ測

　20　斗1　　　　　　　　20　ミ1＞1　　　　　　　　20　）鍔

第4表　飼料食下率，％（給餌30分後）
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1回給餌の際の食下速度を，給餌30分後の残影量で求

めた。7日間の測定成績は，第4表の如くなり，区間に

明な差違を生じ，対照区，けいそん区は，他の3区に比

し，著しく食下が速かであった。但し各区ともに，次回

の商館までには，完全に消費して残餌を生じなかった。

育雛成績
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7週間の育雛試験による動物の発育状態は，各区平均値

として，第1図及び第5表に示す如くなった。

　即ち，各区の発育は2種類に分れる如く，対照区，け

いそん区は，他の3区より明かに良好で，F一検定の結果

も同様であったが，対照区とけいそん区，或は他の3区

相互の間には有意差を生じなかった。配合飼料の給与量

は，各区相等しいから，体重100g増加に要する飼料量

は，当然発育良好な区に少なかった。なお育雛率は，一

般に良好であると認められた。

　肝臓機能の検査

　ソリウブルの肝臓機能に対する影響の有無を求めるた

め，飼育試験終了直後に，：B．S．P．一Testを行った。各区

平均値に近い体重の動物それぞれ10羽を選び，A定量

のBromsulphaleinを翼下静脈に注射，30分後に，頸

動脈より放嘱し5），以後常法によって，血漿中の色素濃

度をプ光電比色計を用いて定藁：した。結果は，第6表の

如くで，個体差は比較的僅少であり，区間に大差を生じ

な：かった。即ち，供試晶は，本法で測定．した肝臓機能に

第5表育雛成績
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対しては殆んど影響がないと認められた。

第6表B，S．P試験結果（10　署ヨ．平しl三勾flil．i［）

区　　分

ほっけ区
さんま下
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けいそん区

対　照　区

望均体重
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　4・47
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第7表解体成績（10羽平均値）

B．S．P．

注射量
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　解体成績

　B．S．P．一一Testに使用した動物を解体し，二，三の測定

を行った結果は第7表に示す如くである。肉量を示す一一

指標として，小胸筋を採取したが，その水分含量は，区

間に著差を存せず，その量は，概ね発育程度に並行する

ことが見られた。肝臓重壌は個体差が大で，筋肉量ほど

の関係は現われなかった。

考　　察

　　　　小体重

9　水分
　　　％
468　1　7S．3

447　1　7S．2

432　1　75．8

546　」　73．4

SS5　1　74．1

胸　筋

摩盤勢
1：ll断

18．581　1．9
i玉3コO12．4

13．76　1　2．S

　　1
＝一一．．1一＝
　肝　湯

翻量対生体
9　重％
16．3Si　3．5

13．S31　3．0

13．871　3．2

17．231　3．2

17．191　3．1

　育雛成績と使用した飼料の配合率から見て，4種の供

試品はその栄養価値を若干異にしていることが窺われ

る。類似配合の前試験成績Dと比較すれば，魚粉含膚の

対照区飼料の効率に大差はないから，飼育環境も著しい

懸隔はないと推定出来る。然らば，本試験におけるけい

そんソリウブルは，さんま内臓ソリウブルに近い栄養価
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値を有するが，他の3種は，これ等よりも，本条件では

劣ると認められる。動物性Nの含量は，4区概ね相等し

いから，かかる発育差を生じた原因は，専ら供試晶に含

まれる所謂ソリウブル因子の多寡にあると推定して大過

ないであろう。飼料の食下速度も，発育の程度にほぼ準

じており，栄養価の高い供試晶では，見掛上動物の食慾

も旺盛である現象は，興味あるところである。
　　　　　　　　　　　　　の　　　　り　　　　の　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　ロ　　　　リ　　　　リ

　なお，比較的成績の劣るほっけ，さんま，すけそう各

ソリウブルにおいても，魚粉と併用すれば，不足する微

量要素を補い得て，却って，魚粉節約の効果を示す可能

性も想像されるが，今後の検討に挨ち詠い。

　本供試晶については，B．S．P．一Testに関する限り，肝

臓機能に対する影響は殆んど認められないが，これを他

のソリウブル製晶にまで拡張して類推することは危険で

あり，含油量の多いソリウブル，或はこれに伴って，あ

る種の添加剤等を使用した製品については，若干の影響

を及ぼす場合もおこり得るし，現に筆者等はその実例を

経験しているから，一般論は避けるべきである。
　　　　　　　　　の　　　　　

　なお，さんま区のみに軽度の軟便化現象が見られ，警

報の成績4）ほどに極端ではないとしても，この点に関す

る給与量の限度はほぼ明かの如くで，他の3種の供試晶

も，概ね類似すると想像されるが，特に追究はしなかっ

た。

　以上を綜合すれば，ソリウブル供試品の栄養価は，そ

の原料によってそれぞれ異ることが確められ，飼料とし

ての実用効果は，現段階においては，各個に実験的に求

めねばならないと結論される。

総 括

　　　　　　　　り　　　　り　　　　　　　　の　　　　ロ　　　　ロ　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　サ　　　　サ　　　　　　　　　　

　1．　ほっけ，さんま，すけそう，けいそん（鮭鱒）の

各異る原料より製造したソリウブル供試品4種の養鶏飼

料としての栄養価を比較判定するため，これ等にそれぞ

れ植物性飼料を配合して育雛飼料を調製し，魚粉含有の

慣用飼料を対照として，7週間の育雛試験を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　ゆ　　　の
　2．動物の発育は，対照飼料，及びけいそんソリウブ

ル給与群が明かに他の3種のソリウブル給与群にまさ

り，前2字間，並に後3者間には相互に有意差を生じな

かった。

　3．一一定時間内の飼料食下速度は，発育良好な群が大

であった。

　4．給与動物の肝臓機能は，：B．S．P＝Testによれば，

特に影響を受けなかった。

　5．発育良好な動物群の筋肉量は大であったが，その

水分含量には血続に著差を生じなかった。

本研究は，農林省より試験研究費の補助を受けて遂行

した。記して謝意を表する。
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Summary

　　1．　Four　kinds　of　fish　solubles，　each　prepared　from　visceras　of　locl〈ingtoRs，　stiek

waters　of　saury　pikes，　stick　waters　of　residues　produced　by　pollacks　manufactur－

ings，　and　mixed　viseeras　of　salmon　and　trout，　were　fed　to　newly－hatched　chicks　with

vegitable　feeds　duriRg　7　weeks，　and　their　growth　premoting　effeets　were　compared

with　that　of　controlled　rations　con七aining　fish　meals．

　　2．　Average　growth　rates　of　chicks　fed　salmon－trout　solubles　or　eontrolled　rations

were　evidently　greater　than　thats　of　ehieks　fed　other　three　kiRds　of　solvtbles，　and

no　signifieant　differences　existed　among　the　formers　twe　or　the　latters　three．

　　3．　Chick　groups　of　the　superior　growth　consumed　feeds　more　rapidly　than　thats

of　the　inferier．

　　4．　Liver　fuAetions　ef　chieks　tested　by　the　bromsulphaleiR　injeetion　were　not

affected　by　the　feeding　of　these　solubles．

　　5．　Effects　of　solilbles　upon　chick　grewth　were　revealedto　be　variable　aecording

to　their　origiAes，
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